
「 レ ク リ エ ー シ ョ ンJIζ対するイメージの研究

一ーとくに大学生の事例比較を中心11:一一

高橋 ffp 川向妙子

(国際基督教大学東海大学)

イメージ レクリエーション指導 若者

I.研究の目的

近年、若者の意識は大きく変化してきているといわれ

る。いわゆる「新人類jなる造語も生まれるにいたり、

多様化とともに、従来までの人並み志向の常識を越えた

感覚で生活を律しているといわれている o。それぞれが

直感的に感じた感覚を重視し、それによるライフスタイ

ノレの形成がみられるようになった。一方、社会全般につ

いても、企業にみられるイメージアップを中心とした CI

運動(CorporateIdentity)、商品のイメージづくりなど、

現代の若者11:焦点、を合せた 7 ーケッテイングが展開され

ている。

このようなことは、個人の抱いたイメージが、その人

の行動と極めて密接な関係を有していること、および主

観的なイメージが、その人の行動や活動11:大きな影響を

与えている乙とを意味している。そ Lて、 ζ の傾向は今

後ますます強くなる ζ とが推測される O

レクリエーション lζ関しても同様な乙とが言えよう o

すなわち、レクリエーション iζ関する概念規定が多くの

学者によってなされているが、Dそれが一般人のレクリエ

ーション行動と必ずしも一致するとは恩われない。むし

ろ、直感的 lζ抱くイメージ 11:左右されると思われる o 従

来まで、レクリエーション lζ対するイメージを的般に把

握する研究はあまりみられなかった。その;意図のもとに

なされたものには、高橋が実施した事例が見られる029990
本研究は、同じ大学における研究事例をとりあげる乙

とができたので、尚橋の追跡、研究という意味を根l底lζ お

き、現代の若者のレクリエーションに対するイメージの

実態をとらえ、あわせて約20年前のイメージと比較検討

しようとするものである O

したがって本研究のねらいは次の通りである。

(1) 1986年度入学生のレクリエーションiζ対するイメー

シの一般傾向の把渥。

(2) 1968 i]二度入学生との比較。

II. 研究の対象

1986年度、国際基管教大学の新入生、男女 387名、お

よび 1968年度 238名の新入生を本研究の対象とした。

その内容は表 lのとうりである。

1986年度入学の学生については、表 21ζ年齢，m成を示

した。友子が 6書IJと多"0年齢締成の特徴を見ると、男

子において19歳以上の者が多く、彼等を受験線人の経験

者とすれば、約 6害IJが ζ れに該当する。女子は反対に約

7割が18歳である事から、現役で入学してきているもの

といえる。

表 1 対象者数

表 2 '86年度新入生年齢構成

年首¥的IJ 男子(出) 女子(%) 合計(%)

18 歳 53(36.3) 116(68.9) 219(56.6) 

19 歳 70(48.0) 64(26.6) 134(34.6) 

20 歳 17(11.6) 9( 3.7) 26( 6.7) 

21 歳 5( 3.4) 2( 0.8) 7( 1.8) 

22歳以上 1( 0.7) 。 1 ( 0.3) 

146 241 387 

II1.研究の方法と内容

l 実施用法

'86年についても '68年と同様「自由辿:fI!法Jカ⑤ iこよ

り、イメージの測定を行った。

1 )刺戟語 rレクリエーションJ
2 )時間 2分間

3)回答方法:flJ紙記入法

4)制限 :反応訪を名詞、形容詞のみに指定した。

ド!日年度とも、本学入学後 4月第 2週目において、 l直ち

に凶答用紙を配布し、口答 11:て指示を与えた。

過去の経験と深く関わり、複雑でしかも本人の「構えJ
11:よって左右されるイメージを「自由述恕法J11:より、

単 11:分析、比較する乙とには難があると言われているが宅

その事柄の特徴を端的に表すという利点、及び '68年の

調査と比較する目的から ζ の方法を実施した。

2 分析の内容

(1) '86年度入学生における反応語の分析。

I~'] 橋の行った 5 項目の分類 lCりを用い、第 l 反応語、及
び第 3反応語まで、をまとめ検討した。

<5項目の分類>

感情反応→ 楽しみ、愉快、明るいなどの反応語とし

てあらわれたもの。

叙述反応→ 休養、健康、遊びなど、説明的反応語を

表したもの。
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種目反応+ キャンプ、卓球など活動の種目をあげたもの。

共在反応→ 山、海、椅子など活動と共にあるもの。

印象反応→ 笑い、輪、和など活動lζ伴う印象反応語

として上げたもの。

(2) イメージの一般傾向

再構成したイメージは、元のイメージ iζ近いものが表

わされるという観点から11)、前述の 5分類をもとに、反

応語上位 5種から一般傾向を見た。

(3) '68年との比較

反応語の分類とイメージの一般傾向による各年度の比

較をすることにより、その関連性を明らか忙し、 '86年の

特徴を明らかにする。

N.結果と考察

1. '86年の反応語傾向分析

'86年の第 l反応語、第 3反応語までに分けて検討し

h 

，~。

端的なイメージをとらえるには「第 l反応語Jを見る

ことであるが、詳しく全体をみるために「第 3反応語ま

でJの傾向もまとめた。

表 3、表 4はそれぞれ「第 1反応語j、 「第 3反応、語

までJをまとめたものである。

表 3 第 l反応語における傾向

ゴ下q
'86年入学生

男子(%) 女子(%)

感情反応 21(14.2) 39(16.2) 

叙述反応 48(32.4) 63(26.1) 

種目反応 48(32.4) 97(40.3) 

共在反応 20(13.5) 28(11.6) 

印象反応 9( 6.1) 14( 5.8) 

その他 2( 1.4) 。
148 241 

表4 第 3反応語までの傾向

づ?q '86年度入学生

男子(%) 女子(%)

感情反応 46(10.6) 90(12.8) 

叙述反応 105(24.1) 118(16.7) 

種目反応 152(34.9) 299( 42.5) 

共在反応 70(16.1) 117(16.6) 

印象反応 55(12.6) 80( 11.4) 

その他 7( 1.7) 。
435 704 

」

第 l反応語については、男女共、種目反応、叙述反応、

感情反応が約 8害IJを占めているo 特に、スポーツ、ゲー

ム等の種目反応、が多く見られる。

男女別の傾向としては、男子が種目反応と叙述反応で

全体の 6割以上を占め、女子では種目反応のみで 4害IJ以

上を越えている。男女共、個々の活動の場iζ対するイメ

ージが主であることは、種目の選択が指導上の重要な要

素であることが確認される。また、男性lζ叙述反応が多

い乙とから、知的なイメージが多い乙とを物語っている

といえよう o

第 3反応語までを見ると、男女共、 1位種目反応、 2

位叙述反応、 3位共在反応であり、イメージの同一化が

見られる。価値観の多様化の時代lζ おいて、同一化傾向

を示している ζ とは興味深い。

2 イメージの一般的傾向

反応語の上位 5種までを表したものが表 5、表 6であ

る。

表 5 第 l反応語のイメージ(上位 5種)

順位 '86 

男子 女子一一一一

人数 人数!

1位 遊び 26 遊び 30 

2位 楽しい 14 楽しい 28 

3位 キャンフ。 5 ゲーム 17 

4位 フJレーツパスケット 5 娯楽 8 

5位 ハンカチ落し 5 遠足 8 

表 6 第 3反応語までのイメージ(上位 5種)

III員位 '86 

男子 女子一一一

人数 人数

1位 楽しい 31 楽しい 55 

2i了t 遊び 31 遊び 48 

3位 ゲーム 14 ゲーム 43 

4位 息抜き 12 キャンプ 22 

5位 キャンフ。 10 フォークダンス 17

フノレーツノぜスケット 10 

第 l反応請について多少のパラつきが見られるものの、

第 3反応語まででは、ほぽ同様な傾向を示している。

男女共、 「遊びJr楽しいjが常IC::上位!C::位置し、種

日がそれにあbく。

女子K r娯楽J、男子iζ は[息抜きj と叙述反語が入

っている ζ とは、前述の反応語の分類の傾向と考え合せ

て見ると、注目したい点である。

表 5、表 6をもとに一般的イメージを再構成してみる

と次のようになる。

<第 1反応語による一般的イメージ>

!)J子-. レクリエーションとは遊びであり、キャンプ

lζ11¥かけたり、フルーツパスケットやハンカチ
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落しをする楽しいものだ。

女子→ レクリエーションとは遊び、または娯楽であ

り、キャンプ 11:出かけたり、ゲームやフォーク

ダンスをする楽しいものだ。

<第 3反応語までによる一般的イメージ>

男子→ レクリエーションとは遊びで、キャンプにIII

かけたり、ゲームやフルーツバスケットなどを、

息抜きのためにする楽しいものだ。

女子→ レクリエーションとは遊びであり、キャンプ

InUかけたり、ゲームやフォークダンスをする

楽しいものだQ

3. 各年度の傾向比較

(1)反応語による比較検討

・68if:、 '86年のそれぞれ 5分類した反応語の割合につ

いて第 1反応語、第 3反応語まで(表7)について比較

検討を行った。

表 7 反応語の傾向比較

N 
'68器 '86 

男子% 女子児 男子同 女子拓

第
感情反応 (2) 30.4 (1) 47.8 (3) 16.2 (3) 16.2 

叙述反応 (3) 16.0 (3) 7.8 ( 1)32.4 (2) 26.1 
1 

種目反応 (1) 32.8 (2) 32.1 (1) 32.4 (1) 40.3 
反

共在反応 13.6 (3) 7.8 13.5 11.6 
JIS 

印象反応 4.8 2.6 6.1 5.8 
きロ五ロ

そ の他 2.4 1.9 1.4 。
第 感情反応 (2) 22.3 (2) 28.2 10.6 12.8 

3 叙述反応 13.4 (3) 15.9 (2) 24.1 (2) 16.7 

反 種目反応 (1) 33.1 l1l32.1 ( 1)34.9 ( 1)42.5 

ID 共在反応 (3) 18.6 12.3 (3) 16.1 (3) 16.6 

白さ五口 印象反応 7.3 9.7 12.6 11.4 

迄 その他 5.3 1.8 1.7 O 
」一一一一一一一一一一

母 '68年高橋による12)( )内は各項の順位

第 l反応語 11:ついては、両者共、感情反応、叙述反応、

種目反応がほぼ 8苦IJを占めている O

‘68年IC比べ、 '86:11'では男女共、感情反応が減少し、

叙述反応が尚くなっている O 特lζ女子』ζ 乙の傾向が強く表

われている。

指導者の指導内容によって左右されると考えられる感

情反応が減少し、，客観的江評価と見なされる叙述反応が

増加してきたことは、イメージが認識され、定着してき

たことを不していると言えるであろう。

第 3反応語までについては、 '68fドと比べても種目反

応の第 l伎は変わっていないo その他については、感情

反応が減少し、叙述反応、共在反応が '86irの男子を除

き増加し、 1位種目反応、 2位叙述反応、 3{立共在反応

と男女の差はなく、イメージの傾向の回定化が縫認でき

る。

また、加えて活動と共にある共在反応の増加はレクリ

エーション活動に参加する機会が20年前IC比べ、増加し

ている乙とを意味するものと恩われる。今後、指導ICつ

いては、なお一層の検討、充実を図っていかなければな

るまいo

(2) イメージの一般傾向の比較検討

'68 :11:、'86年のそれぞれの反応語を上位 5極(表8、9)

で再構成したものを以下 lζ 述べる。

く第 l反応認による一般的イメージ>

'68 !)}子→ レクリエーションとは遊びであり、フォ

** ークダンスなどのダンスをしたり山へハイ

キング lζ 出かける楽しいものだ。

』王子→ レクリエーションは余般においてスポー

ツやキャンプであるいは芝生でフォークダ

ンスをする乙とで、楽しくて好きだ。

'86 !H子→ レクリエーションとは遊びであり、キャ

ンプ11:t!1かけたり、フルーツバスケットや

ハンカチ落しをする楽しいものだ。

女子→ レクリエーションとは遊び、または娯楽

であり、キャンプ11:tJ:lかけたり、ゲームや

フォークタンスをする楽しいものだ。

<第 3反応語までによる一般的イメージ>

'68児子→ レクリエーションとはハイキンクやフォ

H ークダンスなどのダンスを女性と一緒11:す

る楽しいものである。

女子→ レクリエーションとは遊びであり、余暇

11:おいてハイキング、フォークダンス、ゲ

ームなどを行う楽しいものだ。

'86男子→ レクリエーションとは遊びであり、キャ

ンプに出かけたりフルーツバスケットなど

を、息抜きのためにする楽しいものだ。

女子一歩 レクリエーションとは遊びであり、キャ

ンプICHIかけたり、ゲームやフォークダン

スをする楽しいものだ。
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表 8 反応語のイメージ比較

同
'68 ** 

男 子 女 子

楽しい 24 楽しい

第 2 遊び 8 キャンプ

3 ハイキング 7 フォークタ'ンス

反 4 フォークダンス 5 スポーツ

JIS 5 ダンス 5 芝生

三日五<1 UI 5 好き

余暇

第 1 楽しい 46 楽しい

3 2 ハイキング 27 ハイキング

反 3 フォークダンス 14 フォークダンス

応、 4 女性 14 ゲーム

三"五口 5 ダンス 12 余暇

遊び

** '68年i高橋による12り

第 1、第 3反応諾まで両者1(::おいて、種目の途いはあ

っても、 '68年It:比べ '86年では男女共「レクリエーシ

ョンは遊びであり、楽しいものだ」という概念がはっき

り山ているo

第 l反応語では、 '86年では「楽しいJr遊びJを除

くものは種目反応が中心て・あるが、両年ともはっきりし

た傾向は見いだせない。

第 3反応語まででは 3位、および 4，5位まで男女共

同様の傾向が見られ、乙れを総合すると、 '68年では「レ

クリエーションはハイキング iζ/J¥かけたり、フォークダ

ンスをしたりする楽しいものだJとなり、 '86年iζは「レ

クリエーションは遊びであり、キャンプ It:tl¥かけたり、

ゲームをしたりする楽しいものだJとなるo 種目が変っ

てきた乙とに加え、 「遊び」という説明を加え、より詳

しいイメージとなってきている。

181:1::の聞にイメージの傾向が国定化し、より明確なイ

メージが確立してきていることが伺えるo

V. まとめ

以 L 大学生のレクリエーションに対するイメージを

1986年度学生、および 1968年度学生との比較について

考察してきた。 ζ れらを通してまとめられる乙とは次の

通りである。

1. 1986年度学生の特徴

1)男女差がイメージにおいて見られない。

1986年度学生のイメージは、男女共ほほ同織の傾

向を示す。すなわち男女の平均化がイメージの上It:

も表れているといえよう。

'86 

男 子 女 子

44 遊び 26 遊び 30 

6 楽しい 14 楽しい 28 

6 キャンフ。 5 ケ。ーム 17 

4 フルーツバスケット 5 娯楽 8 

4 ハンカチ落し 5 遠足 8 

4 

4 

60 

21 

12 

12 

10 

10 

楽しい 31 楽しい 55 

遊び 31 遊び 48 

ゲーム 14 ゲーム 43 

息抜き 12 キャンプ 22 

キャンフ。 10 フォークターンス 17 

フノレーツノイスケット 10 

2 )イメ ジの固定化が見られる

イメージにおいて種目反応が多いことは当然であ

る。しかし「楽しさ J r遊びj という叙述反応がみ

られることは、現代の情報量と関わりがあるのでは

ないかとおもわれる。

2. 1986年度および 1968年度学生の比較

1) 1986年度学生のほうが叙述反応が多くみられる。

乙れは、現代の感覚重視から見るならば、予想外

のことと言えるが、別な視点からみると、それだけ

レクリエーションへの理解が深くなってきたとも考

えられる。

2 )いずれも種目反応が多い

レクリエーションと聞くと、実際ILtllてくるのは

過去あるいは現在において経験し印象に残っている

活動が多くなる。このことは当然とも言えるが、そ

れだけ活動穣臼の重要性を示していると言えよう。

3) 1968年度男子学生では、「ダンス系Jr女性」など

のイメージが強L、。しかし 1986年度男子学生は「遊

びJr!息き依きJなど、理由ずけがなされている。

4)友子学生においてはイメージの上iζ年度差があま

りみられない。

これらの乙とから、今後レクリエーション指導上考え

なければならないことの一つ It:r男女差がなくなってき

たJ乙とがあげられよう o 現代社会の風潮ーモノセック

ス、中性化、見交雇月l機会均等法、女性管理職の地方日な

ど が、レクリエーションの分野においても大きく影響

を受けざるをえな L、。また、現代の若者は自己の感覚を

重視していると言われるものの、レクリエーションのイ
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メージにおいては、あまりその傾向は見られない。乙れ

は社会生活を営む上で、他人と関わる状況においては、

他人並(人並み)の心も依然として残っているとも言わ

れている乙とと関連があるのではないだろうか1の。

今回は、行動と密接IC関係していると言われているイ

メージを端的にまとめて指導のポイントを探ろうとした

が、今後の課題として、イメージの多様化、そしてライ

フスタイルの多様化が進んでいる現状の中で、レクリエ

ーションのイメージが固定化してきている乙との評価を

ふまえ、社会の変化、個人の意識といった幅広い洞察を

怠ることなく指導の内容、方法を考えてゆく必要がある

であろう o
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